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特定非営利活動法人尼崎市身体障害者連盟福祉協会
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連盟第二回大会を行いました
　梅雨前の６月１日に尼崎市教育・障害福祉センター４階視聴覚室で第２回連盟大

会を開催しました。障害者自立支援法が施行されてからというものの、外出の機会

を減らしている人が多い中、出席者が集まるのかどうか不安はありましたが、当日

になると思った以上に出席者が集まり、記念品として出したお茶がなくなるほどで

した。来賓は行政を始め市議会議員も出席をいただき、うち一人は議事を熱心に傍

聴され、学習会まで見て行かれました。

　寺岡事務局長の司会により進行され、堀口副理事長の開会宣言、岩倉理事長のあ

いさつ、来賓のあいさつおよび紹介のあと、奥山副理事長が議長になって議事が進

められました。発言は活発とはいえませんでしたが粛々と進められ、賛成の拍手を

いただいて無事議題を終えました。

　つづく学習会では尼崎市障害福祉課の担当者より７月からの障害者自立支援法の

改正について丁寧な説明があり、出席者は熱心に聞き入っていました。

　最後にこの大会で勇退する岩倉理事長の退任あいさつがあり、それを受けて新し

く連盟理事長となる伊東新

理事長の力強い就任あいさ

つを兼ねた閉会宣言で終え

ました。

　この大会より、新しい役

員体制でスタートを切りま

した。伊東新理事長のもと、

役員一同がんばって参りま

すので皆様のよりいっそう

のご支援をお願いいたしま

す。
退任した岩倉前理事長と就任した伊東新理事長
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当たり前に生活をしていける街をめざして
理事長就任にあたり

ＮＰＯ法人尼崎市身体障害者連盟福祉協会

理事長　伊　東　　勇

　２００８年６月から当協会の理事長に就任させていただきました肢体部の伊東　勇

です。前理事長同様よろしくお願いします。

　今般　私たち障害者が取り巻く社会情勢は厳しいものがあります。国においては、

財政再建の名の下、福祉予算が大幅に見直され、福祉サービスが応能負担から応益負

担になり、私たち重度障害者が当たり前の生活をしていくためには、多くの福祉サー

ビスが必要となります。自己負担も大きくなります。買い物などの日常生活に使う外

出支援や通院に使う通院支援が使えにくくなっている。また、時間数も減らされるケー

スも出ています。

　県においても福祉医療の一部負担金の導入など福祉予算が削減されました。

　市議会に出していた市内１１障害者団体が出していた『障害者福祉施策についての

陳情』は６月２４日に審議未了で終わり採択されませんでした。私たち障害者の切実

な願いが市会議員の方には理解がされなかったことは残念でした。

　これからも私たちの願いを、多くの市内障害者団体と手を取り合って、市民の方々

や市議会議員の方々などに、理解をして頂く行動にみなさんのご参加をお願いします。

　若い重度障害者が、仕事に就くことが出来ない現状があります。これからの人たち

を応援していきたいと考えています。

　また、楽しい行事の企画も共に考えていきましょう。

全ての人たちが、生きがいを持って住み慣れた街で安心で安全で暮らせる尼崎市に！

　　２００８～２０１１年度　役員体制

理事長　　伊東　勇　　　事務局　寺岡　睦

副理事長　南本幸夫　　　　　　　瀬川祐一

　　　　　堀口　隆　　　会計　　高尾絹代

　　　　　奥山洋介

監事　　　広瀬徹　大石甚三郎　岩倉辰臣
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 　市内の障害者関連１１団体は連盟大会を目前に控えた５月末に障害福祉課及び医

療福祉課との話し合いを持ちました。

 障害福祉課に対しては、地域生活支援事業、県の補助ストップへの対応、小規模作

業所の移行などについて考えを聞きました。 地域生活支援事業に関しては特に移動

支援事業が十分に社会参加の目的を果たしていないことを数字をあげて説明しまし

た。しかし、行政は尼崎市には予算総額が厳しい状態の中で新たな軽減策を取るの

は難しいことを述べていました。 県からの補助金打ち切りについては、予算案審議

に入る直前の通告に対して県に抗議はしたが、カットされた分の予算の補填をどう

するか、検討中とのことでした。 小規模作業所の移行については法内施設への移行

を支援していく姿勢には変わりはないものの、やはり厳しい財政事情の中、新たな

支援策は考えていないとのことでした。

　 福祉医療課に対しては、精神障害者へのアンケート集計の結果をていねいに説明

しました。福祉医療の対象範囲を２級に広げることについては、行政も必要性は認

識しているものの厳しい財政状況もあり、当局内での同意を求めていくという返答

でした。

　一方、議会に出していた「陳

情第６号　障害者福祉施策に

ついての陳情」が審議未了で

終わってしまい、残念な結果

になりましたが、陳情書の願

意を汲み取った意見書が全会

派で一致できないか検討して

いくということになり、思い

が少し届きました。

私たちの生活を追い詰めないで！
議会への働きかけと行政との取り組み
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